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を投与 し,一 時的にその半球 を 「眠 らせ」,他方
の半球の機能を調べる方法 を開発 し,その方法で,
右利きの被験者のうち5パ ーセン トが右半球で,





になり,持 たない ときには半分が右利 きに,半 分
が左利 きになるという説である。もう1つ は,双
生児では左利 きが産まれることが多 く,しかも一
方が右利 きで,他 方が左利 きということも珍 しく
ないことから,窮屈な胎内での脳へのある種の損
傷により左利 きになり易いとす る環境要因説であ



















いなかった時代 に,脳 の左右ではた らきに違いが












き詰 まって次第 に支持を失い,「各種の機能 は特
別な部位に局在する」 という考え方と,そ れとは





あった人が死亡 したので脳解剖 を行い,左 半球の
前頭葉に明らかな組織の損傷が見出されたことを
学会で報告 した。1864年の ことで ある。 この初
めての報告では今一つ人々は関心を示さなかった。
つづいて同様の症例の解剖結果を報告 した時に,
初めて人々は大 きな関心を呼んだそうである。そ
れでもまだ反対意見はあったそうであるが,彼 は
さらに失語症患者の脳解剖例 についての資料 を収
